
 

 

修学旅行 平和の学び 
 

沖縄での平和祈念公園や、ガマでの体験で得た学び。当時のことを学ぶことが、いったい今の私た

ちにどのように繋がっていくのでしょうか。今の日本は平和と言えるのでしょうか？そんなことを問

い返すような学びになっていてほしいと思います。 

 

●平和祈念資料館で証言を見ていると、敵にたくさんやられたという意見よりも、敗残兵にガマを追

い出されてやられたというものや、強制的な集団自決によって亡くなったというものが多く、驚い

た。当時の人が思い出したくもないようなことを教えてくれるのは、それほど二度と起こったらだ

めなことなんだと思った。 

 

●ガマ体験では 80年前に実際にここでアメリカ軍におびえながら一日一日を過ごしていた人がいる

と考えると、気持ちがしんどくなりました。一度全員のライトを消した暗闇の中では当時の過酷さ

を実感し、戦争の悲惨さを改めて感じました。 

 

●沖縄戦のなか、人々はガマに身を隠し、生き延びていた。そんななか命綱であるガマが見つかるこ

とはどうしても避けたく、必要ないはずの争いが生まれていた。赤子の泣き声をおさえる人々の展

示はとても胸が痛みました。現在の沖縄ではこの歴史を繰り返すことのないよう、平和を大切にし

ていると感じました。 

 

●資料館で悲惨な資料や写真、その時代に合った服や遺書を見ました。中には今では考えられないよ

うな資料とそれを体験した少女の日記にその惨劇が淡々と綴られていました。その日記を見た途端、

ゾッと背筋が凍って鳥肌が立ちました。若い少女たちがなぜこんなにも悲惨な目に合わなければな

らないのだろうと思います。アメリカ兵だって優しい人がいたのを知っています。お互いがお互い

これ以上無駄な犠牲を出さないように平和に向けて協力、協調しあうことが大切だと知り、そして

これからも SDGｓを大事にしなければならないと思いました。 

6月 23日 沖縄慰霊の日 

 6月 23日は沖縄慰霊の日ということでさまざまな報道がされていたのを見た人もいたかもしれま

せん。関心を持ち、歴史をつないでいくことも沖縄に行った価値になるかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6月 23日 朝日新聞より） 

来週の予定 

 

３年生学年だより 
修学旅行 最大限の思いやりで 最高峰の思い出を 

令和7 (2025)年6月27日 第20号 

吹田市立第二中学校第三学年 

日付 内容 備考 

6/30（月） 通常時間割（50 分×6） 6限補てん（金 3）  

7/1（火） 通常時間割（50 分×6） 6限補てん（月５ 3 組は国）  

7/2（水） 通常時間割（50 分×6）  

7/3（木） 通常時間割（50 分×6） 放課後 一斉委員会 

7/4（金） 通常時間割（50 分×6） 6限 SNS講習会  

私たちの願いは、今まで学校で学んできた戦争のことや、これから平和祈念資料館で学ぶこと、沖縄戦のこ

とを大阪に戻った時に伝え、二度と戦争のような悲惨な歴史を繰り返さないということです。 

そして、自分たちの身近なところにいるすべての人たちが安心、安全に暮らすことができる世界になるように、

まずは二中から平和を作っていくことです。 

（修学旅行 平和セレモニーの言葉より） 

今、僕たちの身近には戦争はありません。ですが、差別で困っている人や、いじめで苦しい思いをしている

人も世の中にいます。僕たちはそんな人たちがいなくなるように頑張っていきたいと思います。 

（修学旅行 ガマ体験後のガイドさんへのお礼の言葉より） 


